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平成３０年１１月２６日（月）

	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	
	樫原　文子

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	久保　輝起
	生涯学習課　副主幹
	中川　晃代

	生涯学習課長
	中川　敬彦
	子育て支援課　副主幹
	川田　真一

	子育て支援課長
	坂東　公夫
	子育て支援課　副主幹
	六車　憲二

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	学校教育課　副主幹
	岸本　禎
	
	

	学校教育課　副主幹
	村尾　隆之
	
	

	学校教育課　主査　
	十河　真衣
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　向山　正裕

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　水口　由美子

	【特記事項】　傍聴人：０人
	
	
	
	
	


議　事　日　程

	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成30年第11回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第１号
	東かがわ市預かり保育実施要綱の一部を改正する告示について

	日程第６
	議案
	第２号
	東かがわ市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について

	日程第７
	議案
	第３号
	平成30年12月議会定例会提出「平成30年度教育関係補正予算」について

	日程第８
	報告
	第１号
	平成30年度学校訪問を終えて

	日程第９
	報告
	第２号
	平成30年度東かがわ市教育支援委員会の審議結果について

	日程第10
	報告
	第３号
	区域外就学者の報告について


【議　事　内　容】

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時３０分　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、向山委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　平成３０年第１１回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課長から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、１１月（１０月３０日から１１月２６日）に出席した行事等について

報告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>

○　特になし。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市預かり保育実施要綱の一部を改正する告示について　　　　　　

　子育て支援課・六車副主幹が説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第６　議案　第２号　東かがわ市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則

の制定について

生涯学習課・中川課長が説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第７　議案　第３号　平成30年12月議会定例会提出平成30年度教育関係補正予

算について

　学校教育課・久保課長が説明

<質疑>

○　特になし。

■日程第８　報告　第１号　平成３０年度学校訪問を終えて

　学校教育課・村尾副主幹が説明

<質疑>

○　向山委員　　　気になるのは、落ち着きのない様子、教員の共通理解、共通実践、学

習指導面で特別支援教育の視点をあらい直した方がいいのかなと思い

ます。環境面では、黒板の周辺にさまざまな掲示をしており、視覚的

な刺激がありすぎる。教員の話をしていることがだらだらと長い、課

題を一度に盛りだくさん出している。絞って短くするとか。支援を要

する子供は、1番に当てるのではなく、2番目３番目に当てていくとい

う配慮をしたり、特別支援教育の視点に立った授業をし、振り返りは

明確に絞ってやらないといけない。低学年は特に、置き場所を明示す

るということも大事かと思います。この後に出てくる支援を要する子

どもがかなり増えてきている。教育支援委員会の審議に上がっていな

い児童・生徒の中に、発達障害の子供もいる中でもう一度見直して、

具体的に実践していくことが大事だと思います。

○　山本委員　　　昨年１年間、学校訪問に参加して、授業を見せていただいた中で、学校ごとに東部教育事務所の方が言われていたことも纏めてみましたが、全体的に本当に褒めていただいた内容が多く、指摘されたような記憶がメモの中にはありませんでした。非常に良い評価をいただいたと思っております。ただ、今回のまとめを見ますと、今後、検討や改善が必要な点がありますのでこういったことも東部教育事務所の方から評価していただきたかったと思います。特に、教育委員と校長のやりとりの中では授業の指導面や生活面、学校の施設の関係等いろいろと課題もあったと思っています。この報告の中で全体的に本市の教育はいい方向に向いていると思いました。

この中の11ページ、学習規律の徹底のなかで、姿勢ですが、文字を書くときに非常に悪い姿勢で書いている児童、生徒もいましたが、先生方はひと言も指摘がなかった。聞く姿勢もそうですが、書く姿勢も教えていると思いますが、できていない子供がかなりいましたので指導してほしいと思います。

挨拶はよくできていると感じました。

○　大久保委員　　9ページで、個人指導を受けた教員の割合が上昇傾向にあると言うことでしたが、これは100パーセントを目指すものなのでしょか。

○　村尾副主幹　　100パーセントと言うわけではありませんが、1時間授業を見ていただいて、教科指導員等に個人指導をしていただく機会を、学校が計画し、教員の資質向上に役立てている割合が高くなっていると言う意味で書いています。

○　大久保委員　　それは、学校から教員に対して個人指導をして欲しいと要望を出すわけですか。

○　村尾副主幹　　はい。

○　大久保委員　　最近読んだ本の中に、「最近は自分の意見を言いましょう」と言うのが推し進められているけれど、その前にきっちりルールを教えてやらないと、仕方も分からないし、むちゃくちゃになると思うので、その方が大切でないかと思ったんですが、教育長さんが中国の学校現場を見に行った時に子供達が凄くきちんとしていたと言うことですが、子供達は学校に来てそれができたんでしょうか、それとも家庭でできていたんでしょうか。

○　教育長　　　　もちろん両方だと思いますが、椅子にきちんと座る、人の話を聞くといったことは幼稚園児でも出来ていたように思います。教員の数も非常に少ないわけですが、本当に教える先生だけで、日本のように支援員がたくさんいるわけではありません。学校はやはり勉強する所ですと言う感じで、子供もそのように思っているので、よく言うことも聞いていました。

○　大久保委員　　進んだことについて行くのも大切ですが、やはり足下を固めると言うことも大切でないかと言うことを感じました。

○　樫原委員　　　学校では、支援が必要な生徒が増えている中で、支援員がたくさん入っていますが、プロではないので、支援学校の先生を招いて学習会をしたりするのもよいかと思います。支援員も不安があり、発達支援に関する知識を求めているのではないかと感じました。

○　村尾副主幹　　年に一度、支援員の研修会をしております。その時には東部養護学校の先生や県の特別支援教育課、県の教育センターの主任指導主事等を講師に招いて講演や少人数のグループで困っている事などを話し合ってアドバイスをもらう等の研修会を実施しております。

○　樫原委員　　　個々に応じて子供もそれぞれ違い、支援の必要な子供の数も増えているので、そこが大きな課題ではないかと思います。

○　山本委員　　　11ページの「交通安全、交通ルールの確認を定期的・継続的に行うと共に、状況に応じた危険予知能力を育成する手立てを行ってほしい。」とありますが、具体的に指導などはしていますか。

○　村尾副主幹　　各学校において、４月初めに交通安全教室を開催しています。学校によっては、マンネリ化している所もあるかもしれませんが警察等と連携をとって実際に学校周辺を歩いたり、自転車教室等も行っています。また、発達段階にもよりますが、高学年では自転車の乗り方、安全面で今言われた部分については、保健体育の学習においてもありますので、そのあたりを充実させてもらいたいと考えています。

○　山本委員　　　是非、定期的に喚起してほしいと思います。

■日程第９・１０は非公開とする。

	　
	　
	午後15時27分　閉会
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　


6

